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編集方針
　「SUSTAINABILITY REPORT 2022」は、富士ソフトのサステナビリティに関する考え方とその取り組みや活動について、広くステークホル
ダーの皆様にお伝えし、ご理解いただくことを目的に発行しています。ページの構成は、サステナビリティ活動方針となる当社の基本方針 もっ
と社会に役立つ もっとお客様に喜んでいただける もっと地球に優しい企業グループ そして「ゆとりとやりがい」に沿って構成しています。
　2022年度版は、中期経営計画による価値創造ストーリーと財務・非財務情報を掲載しました。また、当社の環境、社会性、企業統治のESGへ
の取り組みの特集として掲載しています。
　これからも、弛まぬ「挑戦と創造」で未来を切り拓く富士ソフトにどうかご期待ください。

「SUSTAINABILITY REPORT 2022」について
発行年月日 2022年12月23日
対 象 期 間 2021年4月1日～2022年3月31日の事業活動を対象としています。 
 一部、2022年4月以降の取り組みも報告しています。
 財務情報は、会計年度（2021年1月～2022年12月）を使用しています。
対 象 範 囲 富士ソフト株式会及び一部グループ企業
参　　　考 ISO26000、GRIスタンダード、環境省環境報告ガイドライン、国際統合報告フレームワーク
将来に関する記述等についてのご注意： 
本冊子に掲載されている将来に関する記述（将来情報）は、現在入手可能な情報に基づいて合理的と判断したものです。実際の結果は市場動
向、経済情勢など様々な要因の変化により大きく異なる可能性があります。

富士ソフトグループ一覧（2021年12月31日現在）
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